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明けましておめでとうございます。早いもので新しい時代令和も5年目を迎えることとなりました。

さて昨年は中頭病院40周年という節目の年でした。1982年、沖縄市知花で100床から開業し、1991

年、開設時の目標である326床に達しました。2003年からは24時間救急医療を開始し利用者の利便性

は格段に向上しました。一方で中部地区の人口増加もあり慢性的な病床不足が大きな課題となります。

その後沖縄県との話し合いを経て、現在355床の急性期病院として地域に医療提供を行っております。

2016年には沖縄市登川に新築移転し良質な高度急性期医療の提供に努めております。この3年ほどは新

型コロナウイルス感染症への対応に医療資源を向けることになり、通常医療との共存に苦慮する日々で

す。今後、社会経済活動は大きな制限を設けないという方

針が示されており医療現場では通常診療とどのように折り

合いをつけるかが大きな課題となりそうです。感染症に対

応しながら、検査や手術などを継続するには利用者と職員

のご理解ご協力が必要です。今年も変わらぬご支援よろし

くお願い申し上げます。

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

昨年はロシアのウクライナ侵攻、エネルギー不足、円安の進行と物価高騰、安倍元首相の暗殺事件など

暗い話題の多い中、冬季オリンピックや、サッカーワールドカップ大会における日本選手の活躍など、

明るい話題に勇気づけられた1年でもありました。

3年目に突入したコロナ禍では、オミクロン株による過去最大の流行があり、医療従事者の感染も相次

ぎ、その対応に苦慮した年でありました。

ちばなクリニックにおいては、一部診療制限せざるを得な

い中、発熱外来、コロナワクチン接種など可能な限りの対

応をさせていただきました。また、予防医療の更なる推進

のため健康管理センターを拡張いたしました。今後も外来

診療部門と連携を強化し、病気の予防・早期発見に努める

とともに、慢性疾患の治療と重症化予防という使命を果た

していきたいと考えております。

今後とも変らぬご愛顧とご支援のほどよろしくお願い申し

上げます。

中頭病院 院長　下地 　勉

ちばなクリニック 院長　大城 直人

新年のごあいさつ
鍬入れの儀
 
東恩納 惟 氏（左）、 宮里 善次（中央）、 温井 克吉 氏（右）
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いつもの暮らしへ「支える医療を」

※ 2023年12月予定　旧中頭病院跡、ちばなクリニック隣り

「ときどき入院、ほぼ在宅」

開院へ

中部地区の急性期病院では「入院治療を終えても、（回復期病院など）転院先が不足している

ため退院できない」などの理由で入院ベッドが空かず、治療を必要とする新たな患者さんの受

け入れが難しい状況が続いています。

また、2025 年には団塊の世代（戦後のベビーブーム世代）が 75 歳以上と超高齢化社会が進

み、一人暮らしの高齢者や医療支援を必要とする方は今後ますます増えてくるとされています。

これらの解決に向け、病院のベッド数を管理する沖縄県から、回復期機能をもつ新たな病床の

分配を受け、地域包括ケア病棟（94 床）を備える「なかがみ西病院」を開設することになり

ました。

なかがみ西病院では、急性期医療を終えた方や、普段は

ご自宅や介護施設で生活しているけれど具合が悪くなっ

て入院治療が必要な高齢者（軽症）を主に受け入れます。

症状が安定したらいつもの生活へ戻れるよう全力で支援

します。

・急性期の治療を終えたものの、もう少し経過観察が

  必要な方

・いつもの暮らしに戻るためリハビリが必要な方

・レスパイト入院など
※ 介護する方の負担軽減が目的で“介護疲れ”や諸事情で一時的に

　 介護できない場合、入院を受け入れます

 なかがみ西病院では、訪問診療などの在宅医療サービスも開

始し、敬愛会の地域医療ネットワークで多様なニーズに応え

ます

急性期病院
その他

なかがみ西病院

サービスの調整

訪問診療

介護施設 など 在宅

リハビリテーション
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株式会社東恩納組
代表取締役社長

社会医療法人敬愛会
理事長

株式会社二基設計
取締役副社長
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読者アンケートにご協力をおねがいします

アンケートは
こちらから

社会医療法人敬愛会  理 念

良質な医療を地域に提供

職場は学びと創造の場
経営基盤の安定化
ホスピタリティ精神に徹する

https://www.nakagami.or.jp/nakagamihoukatu/
介護付有料老人ホーム なかがみ苑

看護小規模多機能型居宅介護 愛貴

通所リハビリテーション ちばな

訪問看護ステーション なかがみ

居宅介護支援事業所 なかがみ

中頭病院 

https://www.nakagami.or.jp/

沖縄市字登川610番地　

代表 TEL:098-939-1300

一般外来/健康管理センター/PET・RIセンター紹介外来/救急/入院

なかがみ地域包括センター
 　沖縄市字登川566番地
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代表 TEL:098-923-1233

ちばなクリニック  

https://chibana.nakagami.or.jp/

沖縄市知花6丁目25番15号

代表 TEL:098-939-1301

敬和医院


